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研究成果の概要（和文）：本研究は江戸から明治期に盛んだった祭礼の「造り物」の造形性に着目することで、
西洋近代美術の外に日本彫刻の根源を見出す研究である。「造り物」は毎年造り変えられる一時的な造形物であ
り、中空構造になっている。それらは近代彫刻の恒久的な構造とは異なり、江戸の見世物の「生き人形」と共通
点が多い。そこで、人形師を多く輩出し、多くの「造り物」が継承されている熊本県を中心に実地調査を行っ
た。それによって「造り物」に残された江戸の技術や再利用を可能にした素材の扱い方など、恒久性を求めない
からこそ発展した日本なりの造形思考を把握することができた。その成果は研究紀要に投稿し、立体造形作品は
芸術祭などで発表をした。

研究成果の概要（英文）：This research attempted to find the roots of Japanese sculpture other than 
Western modern art by focusing on the formative qualities of “Tsukurimono” during festivals from 
the Edo to Meiji periods.A “tsukimono” is a temporary three-dimensional object that is hollow 
inside and is rebuilt every year.Unlike the permanent forms of modern sculpture, “tsukurimono” has
 much in common with the “ikinigyo” that were popular in the Edo period (1603-1868). Therefore, I 
conducted our research mainly in Kumamoto Prefecture, where there are many doll makers and many “
Tsukurimono” are still being made today.The results were submitted to a research bulletin, and were
 also presented as three-dimensional works of art at art festivals and group exhibitions.

研究分野： 現代彫刻
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「造り物」の先行研究は進んでいる。本研究が先行研究と異なるのは、制作中の「造り物」を視察し制作工程を
元に考察を進めたことである。「造り物」のなかには奉納の性格を持たずに、競技として発展してきた事例もあ
り、それらが新しい制作技術を育んできたこと明らかになるなど、彫刻の実作者だからこそ導ける見解もあっ
た。明治期に西洋近代彫刻が定着していく過程で、籠細工などの一時的な造形物は忘れ去られてきた。本研究で
は、日本の手業が、現在も地方の祭礼に受け継がれていることが明らかになった。そこに着目した作品の制作
は、恒久的な彫刻を軸にしている日本の現代彫刻の今日的な在り方の考察に寄与する可能性が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



研究当初の背景 

江戸から明治時代にかけて、人気を博していた籠細工や生き人形、西日本を中心に発展した祭

礼の「造り物」には日本の手仕事から応用された多様な造形の技術が使われていた。それらは大

衆文化として捉えられ、ヨーロッパの彫刻を基本とする明治の彫刻教育からは遠ざけられた。ま

た、それらは一時的で簡易的な構造を持つものが多かったので、恒久性を求める近代彫刻には素

材や技術の側面からも組み込まれることはなかった。研究者は現代彫刻の可能性を探るなかで、

明治以前から親しまれてきた一時的な立体造形物を制作する技術や素材について研究を進める

ようになり、それらの構造（骨組み）に「中空構造」が多く使われていることに着目するように

なった。 

 

研究の目的 

本研究は「中空構造」を持つ立体造形の実地調査や歴史的検証・分析を通じて、江戸の庶民の

手で造られていた立体造形物が現在においても継承されていること、高度な造形性が更新され

ていることなどを明らかにすることを目的とした。そして、近代彫刻の影で忘れられた高度な江

戸の造形技術と造形性について考察するために、現在まで継承されている祭礼の「造り物」につ

いて焦点を絞り重点的に調査を行うことにした。焦点を絞った理由は二点ある。「造り物」の分

布や伝播については先行研究が進んでいるが、制作や各団体の継承に関する研究が殆どみられ

なかった点と、全国各地の祭礼が社会情勢や人材不足により縮小する傾向が強く、現状の記録や

分析を急ぐ必要があったという点である。 

 

研究の方法 

本研究は、各地に点在する「造り物」の現地調査や文献調査を行って、その制作方法や現況把

握、周辺地域との比較を行う民俗学的研究と、それらの成果を基盤にして日本の古層をテーマに

した彫刻作品の制作・発表を行う制作研究を並行して行った。 

本研究のなかで現地調査を行った主な祭礼は以下の通りである。令和元年度「うと地蔵祭り」

（熊本県宇土市）、火伏地蔵祭り（熊本県山都町）、八朔祭（熊本県山都町）、塚脇地蔵講（大

分県玖珠郡）、大阪せともの祭り（大阪府大阪市）。令和 2年度、令和 3 年度の 2年間は現地調

査を予定していたすべての祭礼が新型コロナウイルスの蔓延によって中止となった。令和 4 年

度には規模を縮小して開催する祭礼も増えたが「造り物」の制作については中止する自治体が多

かった。そんな状況下で「造り物」の制作をいち早く再開した八朔祭の「大造り物」の制作現場

を中心に現地調査を再開した。令和 5 年度には九州以外の祭礼の調査を行い、山陰地方の「平田

一式飾り」（島根県出雲市）を視察した。付随する調査は国立国会図書館や国立民族学博物館を

はじめとした文献調査、各地の図書館の郷土資料、公民館等に残された資料から関係する文献を

閲覧し分析を行った。また、「中空構造」を活かした彫刻作品の制作を行い、それらを芸術祭や

展示スペースを中心に発表を行った。 

 

 



研究成果 

現地調査の成果は主に「近代日本彫刻考（二）―山都町の「大造り物」を中心にー」（令和４

年度 金沢美術工芸大学紀要 67 号）に掲載している。その概要は、熊本県出身の伝説的人形師松

本喜三郎の出自から始まり、若い松本が人形造りの技術を磨いた熊本市の迎町周辺の地域性に

着目しすることで、熊本県内の街道沿いに様々な「造り物」が伝播し現存している要因を考察し

た。次に小泉八雲が記した「造り物」について言及し、その記述に残る地域の現状や類似する地

蔵講についての見解を述べた。それから、熊本県内の「造り物」の実施状況を調査し、現況を掲

載、また新型コロナウイルスの影響を受けた各地の実施状況について掲載している。以降は山都

町の八朔祭の「大造り物」の現地調査について多くの写真を掲載し、その起源や「大造り物」が

登場するようになった時期や起因について古文書を含む文献から導いている。次に現地調査の

際に見聞した素材や制作方法、制作場所、引き継がれてきたテーマ性について詳しく分析してい

る。また「大造り物」が発展する大きな要因となっている競技性について、歴代の順位を調査し

ながら述べている。また「大造り物」が完成に至るまでの制作方法を詳しく掲載している。 

   

【「大造り物」の制作 】 

 

作品制作の詳細は「中空構造による彫刻作品の展開」（令和 3年度金沢美術工芸大学紀要第 66

号）に掲載した。本論文の概要は研究者が現地で調査した高森風鎮祭の「造り物」、うと地蔵祭

りの「造り物」、前述の「大造り物」などの造形的な工夫を分析しながら、とくに素材の扱われ

方について詳しく図版と共に記載した。それらの調査によって導かれた作品制作の手法を公開

した。制作途中の写真や展示風景を掲載し、中空構造の作品の可能性について述べている。 

 

【中空構造を用いた彫刻作品の制作と展示①】 



 

【中空構造を用いた彫刻作品の制作と展示②】 

 

まとめ 

 本研究は近代彫刻の黎明期の分析研究から派生した研究であり、立体造形物の構造や素材、

技術に着目することで、日本の立体造形物のルーツを探り現代彫刻の制作に活かそうとした。

研究を進めるにつれ「造り物」は地域の人々が、日常を忘れるかのように作ることに取り憑か

れている様子も知ることが出来た。江戸から現代へと時間を経ても、造形物を作る喜びが地域

に残っていることも明らかになった。その技術は基本的に口承で後世に伝わるものである。い

くつかの「造り物」はいわゆる平成の大合併の時に自治体の変化によって姿を消していた。さ

らに過疎化、少子化で急速に「造り物」の数が減りつつあることも現地調査で実感した。本研

究の期間を直撃したコロナウイルスのような伝染病の影響も少なくない。本研究をさらに発

展させ継続的に記録する必要性を感じている。また造形芸術の新しい形として制作と発表を

継続することも、現代彫刻の可能性の拡大に寄与することを実感している。 
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